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･ 蔚 諦 - けい光裾
クレアチン ニンヒドリン
図1 クレアチンとニンヒドリンとの反応式











































































) 0.6N水酸化バ リウム,1g/dl硫酸亜鉛溶液をこの順番にそれぞれ 2.25m 添加混
合し,除タンパクを行 う｡4) 3)で得 られた上清 1.Oml
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京都大学医療技術短期大学部紀要 第2号 1982
10尭至 過 時 間
試料;4.0mg/dlクレアチニン図6 KOH 添
加 後 の け い 光 の Timecourse清を用い
てアルカ リ添加後の反応時間10分でのけい光強度
を測定 した (図 7)｡図より,約 0.8%濃度





.0g/dl水酸化カ リウム水溶液の条)0 0.5 l.0 I.5(%)
ニンヒドリン濃度図7 けい光強度へのニンヒドリン濃度の影響 15(
mlLn)件下においてアルカ リ添加後10分




























度で飽和の状態にあり 5mM～10mM までの間 は
変化なかった (図10)｡また,ATPの濃度を 0-5mM の濃度に設定 し,Mg2+6
mM,CK 活性を過剰の状態で求めたクレアチ
ンの変換率は,0.7I
nM で最大の変換率を示 しその前後の濃度では,変換率 の低




京都大学医療技術短期大学部紀要 第 2号 1982
ぞれ暫定的に 10U/ml,5mM, 1mM,0.7
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図13 検 量 線
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考え,第 Ⅲ段の反応を利用 し PK を作用させ
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